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一
般
家
庭
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
な
が

ら
、
現
地
の
中
学
校
に
体
験
入
学
し
た

り
、
各
種
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
出
席
し

た
り
す
る
ほ
か
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

首
都
キ
ャ
ン
ベ
ラ
や
シ
ド
ニ
ー
も
訪
問

し
て
い
ま
す
。

11
回
目
と
な
る
今
年
も
、
市
内
の
各

学
校
か
ら
選
ば
れ
た
２
年
生
男
女
８
人

が
、
７
月
29
日
か
ら
11
日
間
の
日
程
で

訪
問
し
ま
す
。

ハ
ー
ス
ト
ビ
ル
市
の
中
学
生
も
、
グ

リ
ー
ン
リ
ー
ブ
ス
使
節
団
と
し
て
、
毎

年
の
よ
う
に
白
石
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
10
回
め
の
訪
問
団
と
し
て
、

中
学
生
12
人
が
、
６
月
25
日
か
ら
７
月

２
日
に
か
け
て
の
８
日
間
、
白
石
市
を

訪
問
し
ま
し
た
。

中
学
生
た
ち
は
、
同
世
代
の
中
学
生

が
い
る
市
内
の
家
庭
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

し
な
が
ら
、
体
験
入
学
や
市
内
見
学
、

日
本
舞
踊
や
茶
道
と
い
っ
た
伝
統
文
化

体
験
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
家
庭
で
も
思
い

思
い
に
楽
し
く
過
ご
し
、
す
っ
か
り
家

族
の
よ
う
に
う
ち
解
け
て
い
た
よ
う
で

す
。
ホ
ス
ト
家
族
た
ち
と
メ
ー
ル
や
文

通
を
約
束
す
る
な
ど
、
末
長
い
交
流
を

誓
い
合
っ
て
い
ま
し
た
。

ハ
ー
ス
ト
ビ
ル
市
の
中
学
生
は
、
日

本
語
の
読
み
書
き
が
と
て
も
上
手
で
し

た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
日
本
と

の
貿
易
や
観
光
が
盛
ん
に
な
っ
た
こ
と

で
、
日
本
語
教
育
に
重
点
を
置
き
、
最

も
学
習
者
の
多
い
言
語
に
な
っ
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
。

▲訪問前の事前研修。語学や現地でのあい
さつ、出し物の練習に熱心に取り組んで
いました

今
年
ハ
ー
ス
ト
ビ
ル
市
を
訪
問
す
る

中
学
生
訪
問
団
の
皆
さ
ん

▲

第
５
回
友
好
の
翼
に
参
加
し
た
皆
さ
ん

▲

２
年
に
一
度
実
施
し
、
今
年
で
６
回

目
と
な
る
「
友
好
の
翼
」。
シ
ド
ニ
ー

や
ハ
ー
ス
ト
ビ
ル
市
を
訪
問
し
、
姉
妹

都
市
交
流
晩
さ
ん
会
を
開
催
す
る
な

ど
、
ハ
ー
ス
ト
ビ
ル
市
民
と
交
流
し
て

い
ま
す
。

今
回
は
初
め
て
タ
ス
マ
ニ
ア
も
訪
問

し
ま
す
。
タ
ス
マ
ニ
ア
は
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
南
端
に
浮
か
ぶ
北
海
道
よ
り

一
回
り
小
さ
な
島
。
島
の
３
分
の
１
が

国
立
公
園
や
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
、

原
生
の
自
然
が
残
り
、
タ
ス
マ
ニ
ア
に

し
か
い
な
い
タ
ス
マ
ニ
ア
ン
デ
ビ
ル
を

始
め
と
す
る
珍
し
い
動
物
た
ち
が
生
息

し
て
い
ま
す
。
世
界
で
一
番
き
れ
い
だ

と
い
わ
れ
る
空
気
、
新
鮮
な
食
べ
物
な

ど
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

市
国
際
交
流
協
会
で
は
、
ハ
ー
ス
ト

ビ
ル
市
と
の
姉
妹
都
市
提
携
10
周
年
を

記
念
し
て
、
次
の
と
お
り
親
善
訪
問
団

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
期
　
間

11
月
20
日（
土
）〜
27
日（
土
）

●
訪
問
先

ハ
ー
ス
ト
ビ
ル
市
、
シ
ド

ニ
ー
、
タ
ス
マ
ニ
ア

●
募
集
人
員

50
名
ま
で
（
先
着
順
）

●
旅
行
代
金

１
人
　
２
５
０
、
０
０
０
円

（
市
国
際
交
流
基
金
に
助
成
申
請
す
る

予
定
で
す
。
決
定
さ
れ
た
場
合
に
は
、

１
人
当
た
り
５
万
円
助
成
し
ま
す
）

●
募
集
期
間

９
月
30
日（
木
）ま
で

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

白
石
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

（
総
務
課
国
際
交
流
係
）
0
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ハ
ー
ス
ト
ビ
ル
市
と
の
姉
妹
都
市
提

携
が
き
っ
か
け
で
大
会
が
ス
タ
ー
ト
。

毎
年
９
月
、
白
石
市
と
姉
妹
都
市
締
結

し
て
い
る
都
市
の
小
中
学
生
が
集
い
ま

す
。
ハ
ー
ス
ト
ビ
ル
市
の
中
学
生
た
ち

は
、
平
成
６
年
の
第
１
回
大
会
か
ら
毎

年
参
加
し
、
市
内
の
家
庭
に
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
し
な
が
ら
レ
ー
ス
に
出
場
し
て
い

ま
す
。
水
泳
王
国
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
選
手
と
一
緒
に
泳
ぐ
こ
と
は
、
市
内

の
選
手
た
ち
に
強
い
刺
激
を
与
え
、
大

き
な
励
み
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

ま
た
、
平
成
７
年
に
は
、
ハ
ー
ス
ト

ビ
ル
市
の
「
ア
ク
ア
テ
ィ
ッ
ク
レ
ジ
ャ

ー
セ
ン
タ
ー
」
落
成
記
念
と
し
て
開
か

れ
た
国
際
親
善
水
泳
大
会
に
も
白
石
市

か
ら
中
学
生
４
人
が
出
場
し
ま
し
た
。

今
年
の
国
際
親
善
水
泳
大
会
は
、
９

月
19
日（
日
）に
開
催
さ
れ
ま
す
。

白
石
市
が
目
指
す
国
際
化
は
、
市
民

レ
ベ
ル
の
交
流
に
あ
り
ま
す
。
白
石
市

の
将
来
を
担
う
青
少
年
が
、
国
際
的
な

視
野
を
持
ち
、
世
界
の
人
々
と
対
等
に

付
き
合
え
る
心
を
持
つ
た
め
に
は
、
海

外
と
の
国
際
交
流
が
ぜ
ひ
と
も
必
要
で

す
。白

石
や
日
本
の
す
ば
ら
し
さ
と
同
時

に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ハ
ー
ス
ト
ビ

ル
市
の
す
ば
ら
し
さ
も
理
解
し
な
が
ら

交
流
し
合
う
―
。
こ
う
し
た
相
互
交
流

は
、
お
互
い
の
社
会
・
市
民
に
多
く
の

利
益
を
も
た
ら
し
、
両
国
を
は
じ
め
世

界
の
平
和
や
繁
栄
に
も
少
な
か
ら
ず
貢

献
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
両
市
の
子
ど
も
た
ち
や

市
民
の
間
に
生
ま
れ
た
友
情
は
こ
れ
か

ら
も
続
き
、
さ
ら
に
次
の
世
代
を
に
な

う
青
少
年
た
ち
に
も
新
し
い
き
ず
な
が

生
ま
れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

▲タスマニアンデビル

▲大会当日の昼食は、オーストラリアが本場のバーベ
キュー。テラスで選手同士が交流しています

▲ホストファミリーと家族のようにうち解けて
いました（７月１日の親善交流パーティー）

訪問団員として意欲満々の中学生たちに
楽しみにしていることなどをお聞きしました

○オーストラリアの学校に行って、いろんな話をした
り勉強を見たい。
○日本の遊びや勉強も伝えたい。
○日本と違う生活習慣を体験したい。動物などにふれ
あうのも楽しみ。
○本場の英語、日本と違う文化や食べ物を体験したい。
○自分がどこまでできるか楽しみ。学んだことを白石
の人に伝えたい。
○ホストファミリーなど、たくさんの人たちとふれあ
うのが楽しみ。いっぱい話をしたい。

○白石は山や緑、周りの風景がとてもきれい。

○白石の人はみんなとても親切にしてくれた。

○日本・白石が大好き。とても楽しかった。

○１週間とても楽しかった。ホストファミリーに感謝

しています。

○照り焼きや焼き鳥など、食べ物がおいしかったです。

○今度はホストファミリーがオーストラリアに来てく

ださい。

▲学校給食を実体験（南中）

英
語
の
体
験
授
業
（
南
中
）

日
本
の
授
業
は
ど
う
で
し
た
か
？

▲

ハ
ー
ス
ト
ビ
ル
市
の
中
学
生
が
授
業
で
書
い

た
和
紙
製
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド

▲

▲着物姿もあでやかです ▲茶道体験では実際にお茶をたててみました

中
学
生
の
ハ
ー
ス
ト
ビ
ル
市
訪
問

グ
リ
ー
ン
リ
ー
ブ
ス
使
節
団
の
白
石
訪
問

白石を訪問したハーストビル市の中学生から

市
民
訪
問
団
「
白
石
市
友
好
の
翼
」

国
際
親
善
水
泳
大
会

姉
妹
都
市
締
結
10
周
年
記
念

「
第
６
回
白
石
市
友
好
の
翼
」

参
加
者
募
集
中
！

日
本
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
第
二
次

世
界
大
戦
で
敵
対
関
係
に
な
り
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
や
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
な
ど
で
戦

火
を
交
え
ま
し
た
。
日
本
と
の
戦
争
で

死
亡
し
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
は
１
万

７
千
人
以
上
に
の
ぼ
り
、
シ
ド
ニ
ー
の

南
西
の
町
カ
ウ
ラ
に
あ
っ
た
日
本
人
捕

虜
収
容
施
設
で
は
、
捕
虜
の
集
団
脱
走

事
件
が
発
生
し
、
数
百
人
が
死
傷
す
る

と
い
う
悲
し
い
事
件
も
起
こ
り
ま
し
た
。

こ
の
戦
争
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の

心
に
深
い
傷
を
お
わ
せ
、
多
く
の
国
民

が
し
ば
ら
く
は
日
本
に
対
し
て
憤
り
の

念
を
抱
い
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
時

を
経
る
に
つ
れ
て
両
国
の
理
解
も
深
ま

り
、
こ
う
し
た
感
情
も
和
ら
ぎ
つ
つ
あ

り
ま
す
。

現
在
、
カ
ウ
ラ
に
は
戦
没
者
墓
地
や

東
京
都
が
寄
贈
し
た
日
本
庭
園
が
あ
り
、

墓
地
と
庭
園
を
結
ぶ
５
キ
ロ
の
道
に
は
、

白
石
市
と
ハ
ー
ス
ト
ビ
ル
市
の
橋
渡
し

役
を
長
年
努
め
る
日
豪
文
化
交
流
協
会

理
事
長
の
戸
倉
氏
が
両
国
の
友
好
を
願

っ
て
発
案
し
た
、
二
千
本
が
目
標
の
桜

並
木
整
備
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
カ
ウ
ラ

の
地
は
、
両
国
の
親
密
な
友
好
関
係
の

象
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。
白
石
市
で
も

平
成
13
年
に
川
井
市
長
が
同
地
を
訪
問

し
、桜
の
木
を
１
本
寄
贈
し
て
い
ま
す
。

第
二
次
世
界
大
戦
と

日
本
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

　
両
市
の
交
流
は
、
風
土
・
気
候
は
も
ち
ろ
ん
、
文
化
や
生
活
観
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
違
い
を
理
解
し
合
う
こ
と
か
ら
出
発
し
て
い
ま
す
。
現
在
の
交
流

は
、
青
少
年
が
国
際
的
な
視
野
を
持
て
る
よ
う
に
と
、
青
少
年
の
相
互
派
遣

な
ど
、
市
民
レ
ベ
ル
の
交
流
が
中
心
で
す
。 




